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日本初！！唾液によるPCR検査を考案日本初！！唾液によるPCR検査を考案
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従来の鼻に綿棒を入れるPCR検査は、く従来の鼻に綿棒を入れるPCR検査は、く

しゃみなどで医療従事者への感染リスクしゃみなどで医療従事者への感染リスク

が高かった。そこで研究を重ね、鼻からが高かった。そこで研究を重ね、鼻から

と唾液からとで、同等の精度を持つことと唾液からとで、同等の精度を持つこと

を突き止めたのが豊嶋さんです。を突き止めたのが豊嶋さんです。

「自分を育んでくれた故郷を懐かしく思「自分を育んでくれた故郷を懐かしく思

い出します」と語ってくださいました。い出します」と語ってくださいました。



2令和 4年 1月号

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
旧
年
中
は
、
町
政
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
干
支
は
「
寅
」
で
あ
り
ま
す

が
、
ト
ラ
は
こ
と
わ
ざ
に
も
多
く
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
は
、
「
リ
ス
ク
を
取

ら
な
け
れ
ば
、
成
果
は
得
ら
れ
な
い
」

こ
と
の
例
え
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

「
挑
戦
し
な
け
れ
ば
成
功
も
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
民
の

み
な
さ
ま
の
中
に
も
新
た
な
目
標
を
定

め
、
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
決

心
さ
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
目
標
に
向
か
っ
て
進

む
こ
と
が
挑
戦
で
あ
り
、
達
成
で
き
な

か
っ
た
と
き
の
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
そ
の
ゴ
ー
ル
に
は
大
き
な
成
果
が

待
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
町
政
に

お
い
て
も
大
き
な
挑
戦
の
年
で
あ
り
ま

し
た
。
町
内
に
も
感
染
拡
大
の
波
が
押

し
寄
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応
、
そ
れ
と
並
行
し
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
づ
く
り
を
は
じ
め
、
前
例

の
な
い
事
案
へ
の
対
応
が
続
き
、
挑
戦

の
連
続
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
町
民
の
命
と
健
康
、
穏
や

か
な
日
常
を
守
る
と
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
進
み
、
職
員
の
尽
力
と
町
民
の

結
束
に
よ
っ
て
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
高
い
接
種
率
、
さ
ら
に
は
感
染
拡

大
の
抑
制
と
い
う
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
町
民
に
必
要
と

さ
れ
る
町
政
を
目
指
し
、
リ
ス
ク
を
恐

れ
ず
、
決
断
と
実
行
を
も
っ
て
山
積
す

る
課
題
の
解
決
を
着
実
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
み
な

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
寅
年
の
令
和
４

年
が
「
ト
ラ
イ
」
で
あ
ふ
れ
る
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
し
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　年頭のごあいさつ 大山町長　竹口大紀　
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問　健康対策課　 0859-54-5206　 0859-54-5087

新型コロナワクチン接種について

【ワクチンパスポート（接種証明書）の発行について】
　従来は、海外への渡航を計画されている方のみが発行対象となっていましたが、12月20日から日

本国内用の証明書を発行することが可能となりました。

　これまでの窓口（紙）申請に加えて、スマートフォンのアプリを利用することで電子申請ができます。

ただし、電子申請には、マイナンバーカード、NFC対応（マイナンバーカードが読み取れる）スマー

トフォンが必要となります。

　また、日本国内における接種事実の証明としては、上記デジタル化後も１回目・２回目の接種を受

けられた時にお渡ししている予防接種済証明書等が引き続き利用できます。

　詳しくは大山町ホームページでご確認ください。

【追加接種（３回目の接種）について】
　２回目の接種を受けてから８か月以上経過した18歳以上の方を対象に、追加接種を行います。

◆接種方法　集団接種

◆会　　場　保健福祉センターなわ（大山町御来屋467番地）

◆日　　程　２月上旬から

◆そ の 他　 対象者には、追加接種が可能となる日から３週間前を目途に１月11日以降順次接種券

を発送予定　※接種日程など詳しくは接種券に同封する案内をご確認ください。

＜２回目のワクチン接種後に大山町に転入された方へ＞

　追加接種の接種券が必要な方は、「接種券発行申請書」を健康対策課へ提出する必要があります。

【今後１回目・２回目の接種を希望される方は下記の医療機関に直接ご予約ください】

実施医療機関 大山口診療所（大山町末長４８３－３）

予約電話番号 ０８５９（５３）３９９０

接種日時 １回目：１月１３日（木）　２回目：２月３日（木） 
１５時～１７時

予約受付日時 月・水・木・金曜日　12時30分 ～14時30分
※接種をご希望の方は、早めにご予約をお願いします。

接種対象者 １２歳以上で、１回も接種を受けていない方

※１回目・２回目の町内医療機関での個別接種は上記日程をもって一旦終了とします。

　 ２月以降に実施する追加接種（３回目の接種）で、１回目・２回目接種も併せて受付を行います。

日程等については、別途ホームページなどでお知らせいたします。
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【
受
付
時
間
】 

平
日 

午
後
1

時
〜
4

時 

　大
山
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
は
、

空
き
家
の
所
有
者
と
利
用
希
望
者

を
ご
紹
介
す
る
仕
組
み
で
す
。
そ

の
た
め
、
契
約
や
登
記
な
ど
に
つ

い
て
は
当
事
者
間
で
行
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
不
動
産

の
契
約
が
初
め
て
の
方
は
不
安
に

感
じ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
時
は
専
門
家
に
相
談
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
利

用
者
の
契
約
も
手
掛
け
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
鳥
取
県
司
法
書
士
会
会

長
の
山
本
健
一
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　不
動
産
契
約
手
続
き
を
進
め
る

上
で
は
権
利
関
係
者
間
の
話
し
合

い
が
最
も
重
要
で
す
が
、
そ
の
後

の
具
体
的
な
手
続
き
に
つ
い
て
お

困
り
の
場
合
は
相
談
を
検
討
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

権
利
関
係
者
間
で
の
話
し
合
い
が

で
き
て
い
な
い
の
で
す
が
、
相
続

登
記
の
手
続
き
は
で
き
ま
す
か
？

　近
く
の
司
法
書
士
に
相
談
す
る
、
法

務
局
の
相
談
員
に
相
談
す
る
と
い
う
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　鳥
取
県
司
法
書
士
会
で
、
電
話
で
の

無
料
相
談
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
利
用

さ
れ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　司
法
書
士
は
権
利
関
係
者
間
で
の
同

意
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
相
続
登
記
の
手

続
き
に
入
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
権
利

関
係
者
間
の
話
し
合
い
な
ど
は
各
自
で

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
権
利
関
係

者
間
の
同
意
を
取
り
ま
と
め
る
書
類
を
司

法
書
士
が
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　一
番
の
違
い
は
、
司
法
書
士
は
法
務

局
で
の
登
記
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
点
で
す
。
登
記
変
更
の
必
要
が

あ
る
「
売
買
や
相
続
の
手
続
き
」
は
司

法
書
士
が
行
い
ま
す
。
個
人
同
士
の
賃

貸
借
契
約
書
の
作
成
や
そ
の

他
、
行
政
へ
の
提

出
書
類
の
作
成
は

行
政
書
士
で
も
可
能

で
す
。
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約５万円 ＝ 約10万円

※費用は内容によって変わる場合があります。

例）固定資産税評価額300万円の空き屋

　　（土地２００万円、建物１００万円）

２００万円×１.５％＋１００万円×２％＝５万円

の売買契約を依頼した場合

　そ
れ
ば
か
り
は
関
係
者
間
で
話
し

合
っ
て
い
た
だ
く
よ
り
他
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
ま
ま
に
し
て
、
何
代
も
前
の
、

す
で
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
方
の
名
義

に
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
な
ど
す
る

と
権
利
関
係
者
が
増
え
て
し
ま
っ
て
、

手
続
き
に
時
間
や
手
間
が
よ
り
多
く
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
以
前
、
手
掛
け

た
案
件
で
権
利
関
係
者
が
50
人
以
上
と

い
う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
権
利
関
係

者
が
少
な
い
う
ち
に
話
し
合
っ
て
お
く

と
、
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

　時
間
や
手
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
所
有
し
て
い
る
方
に
解
決
の

意
思
が
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
解
決
で

き
な
い
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　み
な
さ
ん
、
や
は
り
そ
こ
は
一
番
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　お
支
払
い
い
た
だ
く
の
は
登
録
免
許

税
と
司
法
書
士
報
酬
で
す
。
登
録
免
許

税
は
町
が
発
行
し
て
い
る
固
定
資
産
税

の
評
価
額
に
準
じ
て
異
な
り
ま
す
。

　司
法
書
士
報
酬
は
私
の
と
こ
ろ
で
は
、

売
買
の
契
約
で
約

5

万
円
、
相
続
に
つ

い
て
は
約

　万
円
で
す
。
先
ほ
ど
の
よ

う
な
権
利
者
が
多
い
場
合
や
、
物
件
が

多
い
場
合
な
ど
は
、
費
用
が
大
き
く
変

わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、

個
別
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　手
続
き
を
依
頼
し
た
際
の
費
用

を
お
聞
き
し
て
も
い
い
で
す
か
？

土地の売買

その他、贈与、交換、建物の売買など

相続

1.5%

2%

0.4%

※それぞれ固定資産税評価額に対する割合

※

※

※

※費用は内容によって変わる場合があります。

　法
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
し
な
が

ら
、
自
分
で
必
要
書
類
を
揃
え
て
登
記

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　法
務
局
に
何
回
か
行
っ
て
手
続
き
を

す
る
手
間
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
で
登

記
を
す
れ
ば
司
法
書
士
費
用
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
時
間
に
余
裕
が
あ
る
場
合
な

ど
は
ご
自
分
で
手
続
き
さ
れ
る
方
も
い

ま
す
。

　鳥
取
県
司
法
書
士
会
会
長
の

他
、
と
っ
と
り
空
き
家
活
用
推

進
協
議
会
会
長
も
務
め
て
い
る
。

　登
記
を
整
理
す
る
き
っ
か
け

は
、
買
い
手
が
見
つ
か
る
な
ど
、

活
用
の
目
処
が
た
っ
た
時
が
多
い

と
の
こ
と
。
登
記
の
問
題
も
ま

た
、
家
の
損
傷
と
同
じ
く
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
解
決
に
よ

り
多
く
の
手
間
と
費
用
が
か
か
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
、
家

を
活
用
す
る
方
を
探
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
空
き
家
バ
ン
ク

の
ご
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　手
続
き
を
自
分
で
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
？
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人権のつぼ　人権のつぼ　No.198No.198
大山町人権交流センター　茶畑1077 - 3

0859 - 54 - 2286　 0859 - 54 - 2413

どんな性のあり方も排除されない社会とは
　性的マイノリティ

※
についての認識は広がりつつありますが、依然として社会の理解は進んでおらず、当

事者はいまだに偏見や差別により精神的な苦痛を受け、社会生活においても様々な困難を抱えている現状が

あります。

　※同性や両性に恋愛感情をもつ人とか、自分の性に違和感がある人など多様で様々な性的少数者。

【様々な性のあり方／性を構成する要素】

　性のあり方には、身体の性以外にも様々な要素があり、大きく分けて４つの要素から成り立っています。

その組み合わせによって様々な性のあり方が形作られています。一人ひとりの顔や性格が違うように、性の

あり方は多様です。

１．身体の性別：性染色体、性器、ホルモンなどの要素による生物学的な性別

２．性自認：自分が認識している性別（心の性）

３．性的指向：恋愛感情や性愛の対象となる性別のこと（好きになる性）

４．表現する性別：「男らしさ」や「女らしさ」などの性別役割や、言葉や振る舞い、服装などで表される

性別のこと

【「LGBT」と「SOGI」】

　LGBT（エル・ジー・ビイ・ティー）とは、レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー

というアイデンティティ（自分が何者であるかと意識しているか）を指す言葉の頭文字をとったものです。

性的マイノリティの総称の一つとして使われます。これに対して、SOGI（ソジ）とは、性を構成する要素の「性

的指向」と「性自認」のことです。よって、すべての人の性に関わることです。

SOGI

【性的指向】
Sexual  Orientation

（セクシュアル　オリエンテーション）

【性自認】
Gender  Identity

（ジェンダー　アイデンティティ）
異性愛、同性愛、両性愛、無性愛など 女性、男性、Ｘジェンダー（＊１）など

LGBT

SO【性的指向】のマイノリティ GI【性自認】のマイノリティ

異性愛ではない人（＊２） 性別不合、性別違和のある人（＊３）

Lesbian
（レズビアン）

女性同性愛者

Gay
（ゲイ）

男性同性愛者

Bisexual
（バイセクシュアル）

両性愛者

Transgender
（トランスジェンダー）

（＊４）

＊１　性自認が「女性」「男性」のいずれかではない人。

　　　　両性：男性・女性のどちらでもあると自認。

　　　　中性：男性・女性の中間であると自認。

　　　　無性：男性・女性のどちらでもないと自認。

＊２　他に、パンセクシュアル：すべての性別の人が恋愛や性愛の対象になる人。

　　　アセクシュアル：性的な欲望や恋愛感情を持たない人。両方持たない人や片方だけ持つ人など様々。

＊３　生まれた時の身体に基づいて振り分けられた性別と異なる性自認の人。

＊４　＊３の人々の総称。「超える」を意味するトランスと「性別」を表すジェンダーをあわせた造語。

【当事者はいないのではなく、存在に気づいていないだけ】

　性的マイノリティの方は、見ただけではわからないことが多く、身近に「いない」「会ったことがない」と思っ

ている方も多いと思いますが、「存在に気づいていないだけ」というのが正解だと思います。民間での調査

によると、日本における性的マイノリティの人数は、平均すると全人口の５～８％という結果が出ており、

少なくとも20人に１人という割合になります。これは、血液型がAB型の方や左利きの方の割合とほぼ同じ

で、とても身近な存在なのです。当事者の方々は、「性の多様性」に関する情報と知識の不足や、周りの偏見・

差別・無理解を恐れて家族や親しい友人にさえも打ち明けることができず、周りも「その存在に気づいてい

ない」＝「いない」ものとされ続けてきたのです。



7 令和 4年 1月号

44444444444444444444444

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
の
誹
謗
・
中
傷

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
い
て
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
日
時　

１
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

◆
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
講
師　

中
尾
和
則
さ
ん
（
鳥
取
県
人
権

文
化
セ
ン
タ
ー
専
任
研
究
員
）

◆
そ
の
他

①
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
事
前
申
し
込
み
（
１
月
20
日
締
切
）

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
定
員
60
名
を

超
え
た
場
合
は
、
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

②
手
話
通
訳
・
そ
の
他
配
慮
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
申
し
込
み
の
際
、
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

③
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

 

申
込
・
問　

大
山
町
人
権
推
進
室
（
人
権

交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　

０
８
５
９‒

54‒

２
２
８
６

　

０
８
５
９‒

54‒

２
４
１
３

第
７
回　

第
７
回　

み
ん
な
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー

み
ん
な
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー

『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
』

『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
』

～
あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？
～

～
あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？
～

　性のあり方は多様です。性自認や性的指向は教育やしつけで変えることはできません。持って生まれたも

のなので、違いを否定しないことが大切です。子どもたちが安心してありのままの自分を出すことができる

よう、保育所や学校教育について「性は多様である」という視点から見直すことが必要です。また、性的マ

イノリティの方を「いない」ものとしてきた「社会のあたりまえ」「多数派を中心とした社会の差別の構造・

仕組み」を変えなければなりません。

　大山町で実施している、「みんなの人権セミナー」や「小地域懇談会」でも取り上げていきますので、ぜ

ひご参加ください。

（鳥取県　多様な性を理解し行動するための職員ハンドブックを参照）

【性的マイノリティの人々の声】

　多様な性自認・性的指向に関する偏見・差別・無理解のために、性的マイノリティの人々は日常生活にお

いて様々な場面で困難を抱えていることがあります。困難の内容は置かれている環境によって様々ですが、

当事者からはこんな声が上がっています。

《行政サービス》　公的な書類に記載された性別欄と外見の
性別が異なるため、何度も聞き直されたり、

本人確認ができないという理由でスムーズ

な行政サービスが受けられなかった。

《公共施設》　性自認の性別の更衣室やトイレが使いづ
らい。周囲の目も気になり、男女どちらのトイ

レにも入れない。

《雇用》　性的指向や性自認に関するいじめ・ハラ
スメントや、差別的な発言が多い環境により

転職を重ねた結果、非正規雇用につかざる

を得ず経済的な困窮に陥った。

《職場》　職場では性的指向を伝えていないが、日
常会話や会社の飲み会でのいわゆる「ホモ

ネタ」「ホモいじり」が起こるたびにとても辛

くなり、この話題が早く終わらないかと苦痛

に感じる。精神的に不安定になり体調を崩し

た。

《病院》　病気や怪我で入院する場合、性自認の性
別でない部屋に入れられ苦痛を伴う。病院

で同性パートナーの病状説明に立ち会わせ

てもらえなかった。同意書等のサインができ

なかった。見送りができなかった。
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環
境
事
業
部
は
、
①
活
動
拠
点
と
し
て

い
る
旧
庄
内
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生

の
育
成
管
理
、
②
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
草

刈
り
活
動
、
③
海
岸
一
斉
清
掃
、
④
庄
内

地
区
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
の
４
つ
の
活
動

を
中
心
に
、
年
間
計
画
を
立
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　　

は
じ
め
に
①
芝
生
の
管
理
は
、
春
か
ら

秋
に
か
け
て
行
っ
て
い
る
た
め
、
大
変
な

作
業
で
す
。
日
曜
日
だ
け
で
は
管
理
し
き

れ
ず
、
他
の
事
業
部
の
方
と
協
力
し
て
管

理
を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の

成
果
が
実
り
、
芝
生
化
し
た
グ
ラ
ン
ド
は
、

今
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
え

る
ま
で
立
派
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
②
草
刈
り
活
動
は
、
年
２
回
計
画

し
、
庄
内
地
区
の
住
民
に
回
覧
板
で
参
加

の
呼
び
か
け
を
行
い
、
住
民
に
は
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
活
動

に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

１
回
目
と
し
て
、
６
月
に
芝
生
の
管
理
も

一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
２
回
目
は
９
月
の

「
ふ
る
さ
と
健
康
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て

行
う
予
定
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

協働のまちづくり　地域自主組織の活動を紹介します

地
域
自
主
組
織
『
か
く
わ
の
郷
庄
内
』
環
境
事
業
部

明
日
、
天
気
に
な
ぁ
～
れ

今
年
度
清
掃
が
で
き
な
か
っ
た
分
を
合
わ

せ
て
２
年
分
の
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
の
④
庄
内
地
区
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー

ク
は
、
年
度
末
の
３
月
中
旬
に
毎
年
コ
ー

ス
を
変
え
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
ウ

オ
ー
ク
は
、
た
だ
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
歩
く
だ

け
で
は
な
く
、
庄
内
地
区
の
身
近
な
史
跡
・

歴
史
に
詳
し
い
方
を
講
師
に
招
き
、
講
義

を
交
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
講
義

で
は
、
知
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
、
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
環
境
事
業

部
の
活
動
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
②
草
刈
り
活
動
以
外
は
予
備

日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
少
雨

で
あ
れ
ば
活
動
を
行
い
、
「
少
し
で
も
庄

内
地
区
の
美
化
活
動
に
取
り
組
め
れ
ば
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
活
動
予
定
日
の
前
日

に
は
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
「
明
日
、
天
気

に
な
ぁ
～
れ
」
と
、
お
願
い
し
て
く
だ
さ

い
ね
。

問　

か
く
わ
の
郷
庄
内
事
務
局

　
　

０
８
５
９-

57-

６
１
２
３

り
延
期
し
、
10
月
に
実
施
予
定
だ
っ
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
合
わ
せ
て
作
業

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天
候

に
恵
ま
れ
た
10
月
24
日
の
日
曜
日
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
、
草
刈
り

活
動
も
無
事
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
③
海
岸
一
斉
清
掃
は
、
毎
年
７

月
の
最
終
日
曜
日
に
計
画
し
、
近
年
は
大

雀
海
岸
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
。
例
年
70

人
ほ
ど
の
参
加
者
に
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
。
回
収
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
種
類
は
数
多

く
、
海
外
か
ら
の
ゴ
ミ
な
ど
も
た
く
さ
ん

見
ら
れ
ま
す
が
、
い
つ
も
参
加
者
の
協
力

に
よ
り
、
見
違
え
る
ほ
ど
の
き
れ
い
な
海

岸
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。
今
年
度
は
町
社

会
福
祉
協
議
会
と
共
催
し
、
１
０
０
人
近

く
の
参
加
者
に
よ
り
清
掃
す
る
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

▲

晴
天
の
な
か
、
草
刈
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た

▲

草
刈
り
活
動
当
日
は
晴
天
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド 

ゴ
ル
フ
大
会
も
気
持
ち
良
く
行
え
ま
し
た
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子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

長
期
休
暇
中
の
小
学
生
の
居
場
所
と
し

て
活
動
し
て
い
る
『
の
び
の
び
』
は
、
夏

休
み
の
利
用
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
40

人
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
利

用
者
を
制
限
し
て
の
活
動
で
し
た
が
、
更

な
る
感
染
拡
大
に
活
動
中
止
と
い
う
事
態

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
活
動
中
止
と
な

る
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
は
学
年
に
関
係
な

く
、
体
育
館
で
の
遊
び
や
、
プ
ー
ル
を
楽

し
み
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

『
お
知
ら
せ
』

〇
ス
マ
ホ
講
習
会
を
実
施
中
で
す
。

　

毎
月
最
終
木
曜
日
、
長
田
在
住
の
薮
田

さ
ん
を
講
師
に
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

使
い
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
の
話
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
話

題
を
交
え
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
知

識
を
得
ら
れ
る
講
習
会
で
す
。

　

初
心
者
の
方
大
歓
迎
で
す
。
受
講
申
し

込
み
は
ま
ち
づ
く
り
大
山
ま
で
。

〇
共
助
交
通
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
山
地
区
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
「
会
員

制
の
送
迎
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
1

台
の
軽
自
動
車
を
会
員
同
士
で
利
用
す
る

「
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
と
い
う
仕
組
み

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
運
転
を
代

行
し
ま
す
。
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
際
に
、

自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
（
移
動
手
段
の

な
い
）
方
へ
の
支
援
事
業
で
す
。

　

会
員
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
大
山

　
　

大
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内

　
　

０
８
５
９-

57-

４
６
７
２

大
山
保
育
所
と
の
交
流
事
業

　

６
月
に
大
山
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
。
子
ど
も
た

ち
が
水
や
り
を
し
な
が
ら
「
大
き
く
な
あ

れ
」
と
育
て
ま
し
た
。
10
月
、
待
ち
に

待
っ
た
収
穫
の
と
き
、
力
を
込
め
て
引
き

抜
く
と
、
次
々
と
大
き
く
育
っ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
が
出
て
き
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
メ

ン
バ
ー
が
見
守
る
な
か
、
子
ど
も
た
ち
は

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
、
「
と
れ
た
よ

～
！
」「
見
て
み
て
、
い
っ
ぱ
い
だ
よ
～
！
」

と
大
興
奮
。
見
る
間
に
コ
ン
テ
ナ
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

歴
史
の
道
百
選

坊
領
道
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク

　

11
月
３
日
、
文
化
庁
歴
史
の
道
百
選
に

選
定
さ
れ
て
い
る
坊
領
道
を
歩
き
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
定
員
を
15
人
に
絞
り

行
い
ま
し
た
。
仁
王
堂
か
ら
坊
領
集
落
の

遠
藤
家
や
妙
玄
寺
、
前
集
落
の
木
造
阿
弥

陀
如
来
坐
像
（
県
指
定
保
護
文
化
財
）
、

鈑
戸
集
落
の
両
墓
制
を
見
学
後
、
種
原
バ

ス
停
入
口
か
ら
落
ち
葉
で
埋
も
れ
た
古
道

を
、
一
町
（
１
０
９
ｍ
）
ご
と
に
並
ぶ
地

蔵
さ
ん
を
頼
り
に
歩
き
ま
し
た
。

　

大
山
古
道
は
平
成
26
年
か
ら
「
ま
ち
づ

く
り
大
山
」
の
手
に
よ
っ
て
毎
年
整
備
し

て
い
ま
す
。

地
域
自
主
組
織
『
ま
ち
づ
く
り
大
山
』

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
活
気
溢
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

▲夏休みの宿題を片付けて

▲お芋が掘れた！

▲妙玄寺の住職の話を聞く参加者
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フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
で
『
家う

ち

読ど
く

』

　
　

～
我
が
家
流
の
方
法
で
豊
か
な
感
性
を
～

大
山
き
ゃ
ら
ぼ
く
保
育
園

　

大
山
き
ゃ
ら
ぼ
く
保
育
園
で
は
、
『
人

と
関
わ
り
つ
な
が
ろ
う
～
大
切
な
友
達
、

保
育
士
、
家
族
、
地
域
と
つ
な
が
り
、
一

緒
に
楽
し
い
時
間
を
～
』
を
重
点
目
標
と

し
て
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

家
族
と
の
つ
な
が
り
の
一
つ
に
、
家う

ち

読ど
く

の
推
進
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
毎
月
９
日
の

週
を
家
読
週
間
と
し
、
子
ど
も
た
ち
自
身

で
選
ん
だ
絵
本
に
加
え
、
年
齢
に
合
っ
た

お
す
す
め
の
絵
本
を
持
ち
帰
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
お
す
す
め
絵
本
リ
ス
ト
を

載
せ
た
『
う
ち
ど
く
カ
ー
ド
』
を
作
り
、

家
読
週
間
中
に
家
庭
で
読
ん
だ
お
気
に
入

り
の
絵
本
と
、
家
庭
で
の
様
子
を
保
護
者

の
方
に
記
入
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

家
読
カ
ー
ド
に
は
「『
こ
ん
と
あ
き
』
を

読
ん
で
実
際
に
汽
車
に
乗
っ
て
鳥
取
砂
丘

に
行
き
ま
し
た
。」「『
い
ね
か
り
や
す
み
』

の
本
を
、
大
き
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
含
め

て
昔
は
こ
う
だ
っ
た
な
と
言
い
な
が
ら
読

み
ま
し
た
。」「『
じ
の
な
い
え
ほ
ん
』
を
私

が
文
を
作
っ
て
読
む
と
、
と
て
も
楽
し
そ

う
に
何
度
も
読
ん
で
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

家
族
で
同
じ
本
を
読
み
、
本
を
通
し
て

知
っ
た
こ
と
を
話
し
た
り
体
験
し
た
り
し

な
が
ら
、
そ
の
家
な
ら
で
は
の
方
法
で
家

族
と
つ
な
が
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
で
、
子
ど
も
の
豊
か
な
感
性
が
育
っ

て
い
き
ま
す
。
本
の
楽
し
さ
と
一
緒
に
、

温
か
な
思
い
が
、
子
ど
も
の
心
に
深
く
降

り
積
も
っ
て
い
く
体
験
を
こ
の
時
期
に
沢

山
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▲「おもしろそう。今日はこれ借りようかな～」

　

11
月
13
日
、
中
山
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
標
記
大
会
が
２
年
ぶ
り
に

開
か
れ
、
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
昨

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
仲
間
が
集
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
参
加
者
数
を
半
分
以
下
に
し
、

時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し

た
。

　

パ
ン
食
い
競
争
、
玉
入
れ
な
ど
の
お
な

じ
み
の
競
技
の
あ
と
は
、
今
回
の
目
玉
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
お
話
玉
手
箱
」
で
す
。
各
地

区
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
仮
装
を
し
、
パ

レ
ー
ド
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
寒

い
時
期
で
し
た
が
、
体
育
館
の
中
は
参
加

者
の
熱
気
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、
名
和
公
民
館
で
町
内
の
画

家 

國
野
愛
蘭
さ
ん
に
よ
る
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
』
を
行
い
、
43
作
品
を
観
な
が
ら

絵
に
か
け
る
思
い
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

11
月
6
日
か
ら
28
日
ま
で
、
國
野
さ
ん

の
日
本
画
展
を
行
い
、
そ
れ
に
併
せ
て
多

く
の
皆
さ
ん
に
絵
の
す
ば
ら
し
さ
を
も
っ

と
伝
え
た
い
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
企

画
し
ま
し
た
。

　

作
品
一
つ
ひ
と
つ
の
秘
話
を
知
り
、
絵

に
賭
け
る
情
熱
を
感
じ
る
ひ
と
時
で
し

た
。
会
を
終
え
た
後
、
皆
さ
ん
が
再
度
絵

を
鑑
賞
さ
れ
、
そ
の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
を
吹
き
飛
ば
せ
！

大
山
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
主
催

第
15
回
女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

成
人
講
座（
名
和
公
民
館
）

『
國
野
愛
蘭
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
』

▲桃太郎とアマビエ一行が
コロナをやっつけます

▲國野愛蘭さん（左）の話を熱心に 
聞き、質問をする参加者　　　



11 令和 4年 1月号

　

11
月
20
日
、
大
山
中
学
校
（
中
嶋
盛
浩

校
長
、
生
徒
１
５
７
人
）
で
、
創
立
50
周

年
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
参

加
人
数
が
制
限
さ
れ
る
中
で
の
開
催
で
し

た
が
、
式
典
で
は
竹
口
町
長
や
鷲
見
教
育

長
の
祝
辞
の
ほ
か
、
ガ
ン
バ
レ
ル
ー
ヤ
の

ま
ひ
る
さ
ん
、
よ
し
こ
さ
ん
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
上
映
さ
れ
、
盛
大
に
祝

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
記
念
講
演
で
は
、
元
大
山
町

教
育
長
で
、
創
立
時
に
大
山
中
学
校
の
教

員
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
山
田
晋
さ
ん
を
講

師
に
む
か
え
、
創
立
時
の
思
い
出
や
大
山

中
学
校
卒
業
生
の
方
々
が
歩
ん
で
き
た
道

の
り
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
中
学
生
が
将
来
の
進
路
選
択

を
す
る
う
え

で
の
大
切
な

こ
と
に
つ
い

て
、
ご
自
身

の
体
験
談
を

も
と
に
話
を

さ

れ

ま

し

た
。

きょういく通信

▲

記
念
講
演
で
の
様
子

祝　

大
山
中
学
校

　
　
　
　
　

創
立
50
周
年

　

11
月
28
日
、
名
和
陸
上
競
技
場
で
標
記

大
会
が
行
わ
れ
20
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
男
子
の
部
】

　

優
勝　

大
山
Ｒ
Ｃ　

Ａ

　

２
位　

大
山
Ｒ
Ｃ　

Ｂ

　

３
位　

ナ
ス
パ
ル
駅
伝
部

【
一
般
女
子
の
部
】

　

優
勝　

大
山
Ｒ
Ｃ

【
小
学
生
の
部
】

　

優
勝　

大
山
陸
上　

Ａ

　

２
位　

ト
レ
イ
ス
大
山
Ｓ
Ｃ　

Ｕ-

12

　

３
位　

 

中
山
名
和
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野

球
部　

Ｂ

　

11
月
20
日
、
大
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、
恒
例
の
防
災
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
災
害

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
の
白
鳥
孝
太
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
『
遊
び
な
が
ら
考
え
よ
う
。

い
ざ
と
い
う
時
の
こ
と
』
を
テ
ー
マ
に
学

び
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
感
覚
で
、
セ
ン
タ
ー
内
に
隠
さ

れ
た
10
個
の
防
災
ク
イ
ズ
を
探
し
て
解

く
、
新
聞
紙
で
ス
リ
ッ
パ
を
作
る
な
ど
の

３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
こ
な
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ク
イ
ズ
見
つ
け
た
よ

～
！
」
「
ど
こ
ど
こ
～
？
」
と
賑
や
か
な

声
が
飛
び
交
い
、
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
防

災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
年
の
幕
開
け
を
マ
ラ
ソ
ン
で
迎
え
ま

せ
ん
か
。
名
和
神
社
に
初
詣
を
し
て
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

〈
名
和
神
社
駐
車
場
発
着　

事
前
申
込
不

要
・
参
加
無
料
〉

◆
日
時　

１
月
１
日
（
祝
）
10
時
集
合

◆
コ
ー
ス　

２
㎞
（
新
坪
田
周
回
）

　
　
　
　
　

６
㎞
（
ト
レ
セ
ン
往
復
）

問　

社
会
教
育
課

　
　

０
８
５
９-

54-

５
２
１
２

　

全
国
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

チ
ー
ム
「
チ
ア
フ
ル
鳥
取
」
か
ら
指
導
を

受
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

◆
日
時　

１
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
～

◆
会
場　

名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

◆
参
加
料
（
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

・
一
般　

５
０
０
円

・
ク
ラ
ブ
会
員
・
中
学
生
以
下
４
０
０
円

◆
申
込
締
切　

１
月
11
日
（
火
）

◆
申
込
先　

ス
ポ
ー
ツ
し
ょ
い
大
山
事
務

局
（
社
会
教
育
課
内
）

　

０
８
５
９-

54-

５
２
１
２

仲
間
を
信
じ
て
タ
ス
キ
を
つ
な
げ
！

第
16
回
大
山
町
駅
伝
競
走
大
会

ま
ち
づ
く
り
大
山
共
催

防
災
な
ぞ
と
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

大
山
公
民
館
大
山
分
館

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ
し
ょ
い
大
山

『
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ア
ス
リ
ー
ト
教
室
』

参
加
者
募
集

▲「はーい、正解だったよ！」

▲勢いよくスタート！



12令和 4年 1月号

ペッパーズ・ゴースト／伊坂 幸太郎

砂に埋もれる犬／桐野 夏生

倒産続きの彼女／新川 帆立

あかずの扉の鍵貸します／谷 瑞恵

7.5グラムの奇跡／砥上 裕將

国萌ゆる／平谷 美樹

北緯43度のコールドケース／伏尾 美紀

女たちが死んだ街で／アイヴィ ポコーダ

AI支配でヒトは死ぬ。／養老 孟司

ブックフェスタ／磯井 純充

日本史１００人の最期／宝島社

家族不適応殺／インベ カヲリ☆

認知症世界の歩き方／筧 裕介

リフォームの魔法／壇 正也

タクシードライバーぐるぐる日記／内田 正治

心震える絶景／アニー グリフィス

打ち返す力／水谷 隼

なぜ、穴を見つけるとのぞきたくなるの？／石川 幹人

まちのナニコレ？図鑑／小学館

通信会社図鑑／NTT東日本

めいたんていサムくんとなぞの地図／那須 正幹

資料室の日曜日／村上 しいこ

物語王さまとかじや／ジェイコブ ブランク

ゆすってごらんりんごの木／ニコ シュルテンバウム

ペンギンのこまりごと／ジョリ ジョン

おさるのジョージとうひょうをする／M.レイ

児童書・絵本

一般・文学

その他

図書館の「おみくじ」図書館の「おみくじ」《全館》《全館》

町立図書館本館　 0858‒49‒3010

名和分館　　　　 0859‒54‒2688

大山分館　　　　 0859‒53‒3003

図書の紹介 ～新しい本の一部を紹介します～

大山町立図書館発

うるおい通信

大山町立図書館発

うるおい通信

No.200

※その他の本についてはホームページをご覧ください。

図書館一斉蔵書点検
蔵書点検のため、本館・分館とも下記の期間休館します。

ご不便をおかけします。

1月24日（月）～1月27日（木）

新年に来館すると「おみくじ」がひ
けます。「おみくじ」に書かれてい
る「もう１冊」を借りてみてはどう
でしょう。

1月の図書館
8日（土）10：30～11：00

　新春おはなし会≪とつげきお話隊≫（名和分館）

9日（日）10：00～10：30

　おはなし図書館（本館）

※ コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、 

中止となる場合があります。

本が選びやすくなりました
図書館ホームページの蔵書検索画面に、

本の表紙画像が表示されるようになりま

した。借りたい本が表紙で確認でき、本

のイメージもしやすくなりました。

新年は、本館は６日（木）、
分館は４日（火）から
平常どおり開館します。

期間限定！何冊でも！期間限定！何冊でも！《全館》《全館》

12月25日（土）～1月9日（日）
期間中は何冊でも、好きなだけ本を
借りることができます。



13 令和 4年 1月号

お　

知　

ら　

せ

米子税務署からのお知らせ

【令和３年分確定申告】

②　確定申告会場のご案内

③　確定申告書の作成方法は動画でチェック！

申告会場 米子コンベンションセンター（ビッグシップ）２階国際会議室
米子市末広町294番地

開設期間 ２月16日（水）～３月15日（火）

本年は、感染症対策の一環として、１月24日（月）から２月10日（木）まで
下記の場所で相談を受け付けています。
　　　　米子地方合同庁舎５階会議室（米子市東町124番16号）

※ 土・日・祝日は税務署の閉庁日であり、申告の相談及び窓口での申告書の受付は行って
いませんので、ご注意ください。

※ 閉庁日であっても、ご自宅等からのe-Tax、郵送等又は税務署の時間外収受箱への投函
により申告書を提出することができます。

受付時間 午前９時から午後４時まで（相談時間は午前９時から午後５時まで）

注意事項 相談には「入場整理券」が必要です。入場整理券の枚数には限りがあり、入場
整理券がなくなり次第、受付は締め切ります。入場整理券は、LINEアプリによ
りオンラインで事前発行が可能です。

　確定申告に関する情報は、国税庁ホームページの「確

定申告特集」をご覧ください。申告書作成方法など、右

記の「動画で見る確定申告」で、詳しくご案内しています。

※大山町での申告受付については、折込チラシをご覧ください。

問　米子税務署　 0859-32-4121

①　自宅等からのe-Taxの利用が便利です

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」なら自

動で計算しますので、パソコン・スマホからのe-Tax又は郵送

での提出の方が大変便利です！
確定申告

動画で見る確定申告

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

に
つ
い
て
の
重
要
な
お
知
ら
せ

　

国
の
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

事
業
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子

育
て
支
援
と
し
て
、
０
歳
か
ら
高
校
３
年

生
ま
で
の
子
ど
も
１
人
当
た
り
10
万
円
相

当
の
給
付
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
町
で
は
、
先
行
給
付
金
５
万
円
に

つ
い
て
、
年
内
に
給
付
を
開
始
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
た
び
国
か
ら
新
た
な
方
針
が
示
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
幅
広
く
活
用
で
き
る
よ

う
現
金
で
10
万
円
を
一
括
支
給
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
子
育
て
世
帯
へ
送
付
し
て
お
り

ま
す
『
「
令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
等
臨

時
特
別
支
援
事
業
（
先
行
給
付
金
）
」
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
』
で
は
、
対
象
児
童

１
人
当
た
り
「
５
万
円
」
と
通
知
し
て
い

ま
す
。
支
払
い
前
に
お
送
り
す
る
「
給
付

金
支
給
通
知
」
に
は
、
対
象
児
童
名
と
１

人
当
た
り
「
10
万
円
」
で
支
給
額
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

住
民
課

　
　

０
８
５
９‒

54‒

５
２
１
０



14令和 4年 1月号

　

お　

知　

ら　

せ

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～　

2020
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病

気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、
家

族
の
働
き
手
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
働

い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い

う
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る

ま
で
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
国
民
年
金
加
入
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
が
届
き
ま
す
。
（
※
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。
）

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
、
概
ね
２
週
間
以

内
に
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」「
国

民
年
金
保
険
料
納
付
書
」
「
国
民
年
金
の

加
入
と
保
険
料
の
ご
案
内
」
「
保
険
料
の

納
付
猶
予
制
度
と
学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

「
年
金
手
帳
」
は
別
途
送
付
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
20
歳

に
な
る
方
へ
は
年
金
手
帳
に
代
わ
り
「
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
」
が
届
き
ま
す
。

　

「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」
が
届

か
な
い
場
合
は
、
役
場
も
し
く
は
、
米
子

年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人

が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
安
定

し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に

わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
年
を
と
っ
た
時
の
老
齢

年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ

り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で

障
が
い
が
残
っ
た
時
に
受
け
取
れ
ま
す
。

ま
た
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
遺
族(

「
子
の
あ
る
配
偶
者
」

や
「
子
」)

が
受
け
取
れ
ま
す
。

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
で
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
1
年
以
上
で

あ
る
課
程
）
、
一
部
の
海
外
の
大
学
の
日

本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

★
「
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

問　

米
子
年
金
事
務
所　

　
　

０
８
５
９
‐
34
‐
６
１
１
１

　
　

本
庁
住
民
課　
　
　
　
　

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

　
　

大
山
支
所
総
合
窓
口
室　

　
　

０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

　
　

中
山
支
所
総
合
窓
口
室　

　
　

０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
は
月
額
１
６
，
６
１
０
円
（
令
和
３
年

度
）
で
、
納
付
期
限
は
翌
月
末
（
例
え
ば
、

４
月
分
は
５
月
末
ま
で
）
で
す
。
保
険
料

を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
保

険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
も
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
加
え
て
、
１
カ

月
あ
た
り
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。
納

付
月
数
に
応
じ
て
受
け
取
る
年
金
額
の
年

額
が
「
２
０
０
円
×
納
付
月
数
分
」
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
た
め
に
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
、
申
し
込
み
を
し
た
月

分
か
ら
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
窓

口
ま
た
は
米
子
年
金
事
務
所
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

　
　
　
　
　
　

「
納
付
猶
予
制
度
」

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

国
民
年
金
の
保
険
料

付
加
保
険
料
制
度

日本年金機構「20歳に
なられた方への特設案
内ページ」はこちらから

https://www.nenkin.go.jp/
tokusetsu/20kanyu.html
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昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年

　
　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
方
へ

今
年
度
３
月
ま
で
に

「
風
し
ん
抗
体
検
査
」と

「
予
防
接
種
」を
受
け
ま
し
ょ
う
！

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
伯
耆
町
）

ご
み
搬
入
手
続
き
の
押
印
が

不
要
に
な
り
ま
し
た

灯
油
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

を
本
庁
住
民
課
で
お
手
伝
い
し
ま
す

　

ま
ず
抗
体
検
査
を
受
け
、
十
分
な
抗
体

が
な
い
方
は
予
防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
検
査
・
予
防
接
種
は
、
令
和
２
年
５

月
に
お
送
り
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
で
令
和
４

年
３
月
末
ま
で
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
年
代
の
男
性
は
過
去
に
公
的
に
予

防
接
種
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
風
し

ん
に
か
か
っ
た
り
、
家
族
や
周
囲
の
人
た

ち
に
広
げ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

成
人
が
か
か
る
と
症
状
が
重
く
な
る
こ
と

が
あ
る
ほ
か
、
妊
娠
初
期
の
妊
婦
さ
ん
に

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
生
ま
れ
て
く
る

赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓
に
障
が
い
が

起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
自
身

と
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
世
代
の
子

ど
も
を
守
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
「
風
し
ん
抗
体

検
査
」
と
「
予
防
接

種
」
を
受
け
く
だ
さ

い
。

【
ク
ー
ポ
ン
券
再
発
行
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

健
康
対
策
課

　

０
８
５
９‒

54‒

５
２
０
６

　

令
和
３
年
12
月
１
日
か
ら
、
鳥
取
県
西

部
広
域
行
政
管
理
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
へ
ご
み
（
不
燃
ご
み
、
不
燃
粗
大
ご
み
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
缶
・
び
ん
）
を
搬
入
す

る
際
に
提
出
す
る
申
請
書
等
へ
の
押
印
を

省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

運
転
免
許
証
等
に
よ
り
本
人
確
認
が
行
わ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
　

０
８
５
９‒

68‒
４
０
７
１

　

町
で
は
、
灯
油
価
格
の
値
上
が
り
を
受

け
、
灯
油
購
入
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
世
帯

　

令
和
３
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

◆
助
成
の
方
法

　

準
備
が
で
き
次
第
、
該
当
と
な
る
世
帯

に
灯
油
券
５
、
０
０
０
円
分
を
郵
送
し
ま

す
。

◆
使
用
方
法

　

町
内
の
指
定
し
た
灯
油
販
売
店
に
灯
油

券
を
提
示
し
て
灯
油
を
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
灯
油
券
の
使
用
期
限

　

令
和
４
年
３
月
10
日
（
木
）

問　

福
祉
介
護
課

　
　

０
８
５
９‒

54‒

５
２
０
７

役
場
で
簡
単
申
請

　

役
場
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
申
請
し

ま
す
の
で
、
面
倒
な
書
類
の
作
成
は
い
り

ま
せ
ん
。
所
要
時
間
は
10
分
程
度
で
す
。

◆
持
参
す
る
も
の

・
交
付
申
請
書
（
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、

新
し
い
も
の
を
発
行
し
ま
す
）

・
本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

※
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

◆
場
所
と
時
間

　

本
庁
住
民
課

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

カ
ー
ド
が
出
来
上
が
る
ま
で
に
は
１
ヵ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は

住
所
地
の
市
町
村
窓
口
で
、
原
則
本
人
受

け
取
り
で
す
。
進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ

越
し
を
さ
れ
た
方
も
、
実
際
に
住
ん
で
い

る
市
町
村
へ
の
住
所
変
更
が
必
要
で
す
。

忘
れ
ず
に
住
所
変
更
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
住
民
票
を
移
し
た
後
も
、
大
山
町
の
「
成

人
式
」
に
参
加
で
き
ま
す
。

問
住
民
課

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請

①
ス
マ
ホ
で
顔
写
真
を
撮
影

②
ス
マ
ホ
で
交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る

③
申
請
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
登
録

④
申
請
者
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

が
届
い
た
ら
、
顔
写
真
を
登
録
、
必
要
事

項
を
入
力
し
て
申
請
完
了

郵
便
で
申
請

①
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

６
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
顔
写
真
を
貼
り

付
け
て
郵
送
し
、
申
請
完
了

証
明
写
真
機
で
申
請

①
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
か
ら
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
申
請
を
選
択
し
、
画
面
の
案
内
に
し
た

が
っ
て
入
力
、
写
真
撮
影
で
申
請
完
了

マイナンバーカードの
申請方法はこちら

交
付
申
請
書
が
あ
れ
ば
、
ご
自
分
で
も 

簡
単
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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樹木粉砕機を貸し出しますi

　町内の竹林整備を促進し、生産林としての活用
や町内の景観向上を図るため、 
樹木粉砕機を貸し出します。

◆貸出対象者　 竹林整備に取り組む 
自治会、森林所有者

◆粉砕対象　　木、竹 
◆貸出期間　　最大10日間
◆使用料　　　自治会等（団体）：無料
　　　　　　　森林所有者（個人）：有料
　　　　　　　　・中型　2,200円/日
　　　　　　　　・大型　2,750円/日
　※機械の運搬・燃料は使用者の負担となります 
◆申込方法　　 事前に申請書兼誓約書を農林水産

課へ提出
◆その他の制限　
①営利目的の使用はできません。
②使用場所は町内にある竹林に限ります。
③木、竹以外のものには使用できません。

問　農林水産課　 0858-58-6116

　現在、畑かんの整備を名和地区及び中山地区で行っ
ています。
　この２地区内で畑地への個人給水栓、ほ場内散水施
設の設置申込みについての追加のとりまとめをします。
◆申込期限　２月28日（月）
◆申込先　　農林水産課　 0858-58-6116

　町内にお住まいの65歳以上の方ならどなたでもご参
加いただけます。専門スタッフの指導により、プール
の中で行う生活習慣病予防等に効果的な運動です。
◆期間　２月17日～３月24日（全10回）　
　　　　13時30分～14時30分
◆場所　JSS米子スイミングスクール（米子市米原）
　　　　※送迎もあります。
◆申込　 ２月３日までに福祉介護課 

（ 0859-54-5207）にお 
申込みください。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り

「
除
雪
機
」
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

防
災
力
を
強
化

　

富
長
東
自
治
会
に
除
雪
機
２
台
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
が
活
用
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
富
長
東
自
治
会
で
は
、「
皆

で
協
力
し
て
除
雪
し
よ
う
」
と
、
集
落
内

の
除
雪
の
出
動
態
勢
を
整
え
ま
し
た
。

　

樋
口
部
落
自
主
防
災
会
は
地
域
の
防
災

力
を
強
化
す
る
た
め
、
10
月
下
旬
に
宝
く

じ
の
助
成
金
制
度
を
活
用
し
、
防
災
倉
庫

な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
制
度
は
、
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

樋
口
部
落
自
主
防
災
会
は
平
成
22
年
に

設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
地
震
発
生
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
や
防
災
研
修
、
定
期
的
な

自
衛
消
防
施
設
の
点
検
・
放
水
訓
練
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

活
動
実
績
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
本
年
度
事

業
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

整
備
さ
れ
た
資
機
材
に
よ
り
、
災
害
被

害
の
最
小
化
と
、
住
民
の
防
災
意
識
の

い
っ
そ
う
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

畑かんの個人給水栓、ほ場内散水施設の
追加申込みを受けつけます

水中ウォーキング教室（第６期）
参加者募集

i

募

▲雪が降っても大丈夫

▲

宝くじマスコット
「クーちゃん」

▲樋口集会所横に設置された防災倉庫
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◆受験資格

　18歳以上33歳未満の方
　※ 任期制の自衛官として技能を 

磨き、関係する資格取得も目 
指せます。任期満了後は、再 
就職支援あり。

問　自衛隊米子地域事務所　 0859-33-2440

◆出願期間＜インターネット出願も可＞

　第1回：2月28日まで
　第2回：3月15日まで
◆入学説明会・相談会＜要事前申込＞

　日時　2/13(日）、3/6(日)
　　　　（各日）10時～/14時～
　場所　放送大学島根学習センター
問　放送大学島根学習センター
　　 0852-28-5500

　令和３年５月に農林漁業者の減少問題、地球温暖
化等の環境問題に的確に対応するため、食料・農林
水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーショ
ン（革新的な技術）で実現する「みどりの食料シス
テム戦略」を策定しました。
　詳しくは農林水産省のホーム 
ページをご覧ください。

　国有林の事業運営等について、国民の皆さまの理
解を深めるとともに、ご意見やご要望をお聞きして
国有林野行政に反映させるため、国有林モニターを
募集します。
◆任期　令和４年４月１日から令和５年３月31日 
まで
◆応募締切　２月１日（火）
問　近畿中国森林管理局 総務企画部 
　　企画調整課 林政推進係
　　 06-6881-3412

放送大学４月入学生募集　鳥取

琴浦大山警察署からのお願い
～横断歩道では歩行者が優先～

「110番」は、事件・事故等に遭ったり、目
撃した場合に警察官が一刻も早く現場に
駆けつけるための「緊急専用電話」です

自衛官候補生募集
＜年間通じて受付けています＞

放送大学４月入学生募集　島根

農林水産省からのお知らせ

令和４年度国有林モニター募集

募

i

i

募

募

i

募

◆出願期間＜インターネット出願も可＞

　第1回：2月28日まで　
　第2回：3月15日まで
◆入学説明会・相談会＜予約不要＞

　日時　1/23(日）13時～16時
　場所　米子市文化ホール
問　放送大学鳥取学習センター
　　 0857-37-2351

　横断歩道を渡ろうとしている歩行者がいる場合、
車は一時停止するよう道路交通法で定められていま
すが、ＪＡＦ（日本自動車連盟）が本年実施した調
査結果では、鳥取県内で約７割の車が止まらないと
いう実態が明らかになっています。
　運転者は、横断歩道等の直前で停止できるような
速度で進行し、歩行者等がいる場合は横断歩道等の
直前で一時停止しましょう。
　歩行者は「手を上げる」などして、運転者に横断
する意思を伝えましょう。

　緊急性のない要望・相談などは警察総合相談電話
（#9110）または、各警察署、交番・駐在所へ連絡
してください。
問　琴浦大山警察署
　　 0858-49-8110

お　

知　

ら　

せ

安定した就職を目指す方
求職者支援訓練をお知らせします募

◆訓練科・期間・応募期限

　簿記＆ＯＡ事務科
　2月24日～5月23日
　（2月10日正午応募締切）
◆訓練場所

　㈲米子情報処理センター
申込み　ハローワーク米子
　（米子公共職業安定所）
　 0859-33-3911

▲鳥取労働局の
　ホームページ

➡

▲詳しくはこちら▲琴浦大山警察署ホームページ
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＊お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。　 鳥取県消費生活センター　 0859‒34‒2648(平日·土日) 
大山町役場住民課　　　　 0859‒54‒5210(平日)

消費生活相談窓口ですはい！

大山恵みの大山恵みの

里だより里だより

  vol.160  vol.160

県内でも被害発生！サポート詐欺

【事例】

　パソコンでインターネットを使用
していたら、突然「ウイルスに感染
した」と警告画面がでた。驚いて表
示されている電話番号に電話をす
ると、「ウイルスに感染している。３
年間のサポート契約が必要」と言わ
れた。電子マネーで払うように言
われたので、コンビニで4万円分の
電子マネーを買い、パソコン画面
に番号を入力した。後で、よく考え
るとウイルス対策ソフトは入れてい
るので不審だと気が付いた。

【アドバイス】
●事例はパソコンやスマートフォンに「ウイルスに感染した」「悪意のあ

るソフトウェアが検出された」など偽の画面を表示して、サポートを
装って支払いを要求してくるサポート詐欺の手口です。

●警告画面が表示されても、あわてて連絡先に電話をしたり、セキュリ
ティの契約をしたりしないで、画面を閉じましょう。

●警告画面が偽か判断がつかない場合は、契約をしているプロバイダ
やご自身が契約しているセキュリティサポート会社に問い合わせを
しましょう。

●クレジット決済をした場合は、クレジット会社に連絡をいれましょう。
【参考HP】： 鳥取県警察本部　サイバー犯罪対策 

IIPA（情報処理推進機構　情報セキュリティ安心相
談窓口）

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
「
道
の
駅 

大
山
恵
み
の
里
」・

「
新
鮮
野
菜
直
売
所 

み
く
り
や
市
」
・
大

山
恵
み
の
里
公
社
を
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

１
月
２
日
午
前
10
時
よ
り
道
の
駅
の
初

売
り
を
行
い
ま
す
。

　

温
か
い
「
大
山
そ
ば
」
を
先
着
１
５
０

名
様
に
お
振
舞
い
し
ま
す
。

　

「
大
山
そ
ば
」
は
、
大
山
町
産
の
玄
そ

ば
と
国
産
小
麦
・
塩
だ
け
で
作
っ
て
お
り
、

そ
の
素
朴
な
味
は
道
の
駅
売
店
で
も
大
人

気
の
商
品
で
す
。
新
し
い
年
を
、
年
明
け

そ
ば
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！

　

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
し
て
、
皆
さ
ん
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
年
末
年
始
営
業
時
間
】

〇
道
の
駅

12
月
31
日
・
1
月
1
日　

店
休
日

1
月
2
日
・
3
日
10
時
～
17
時
ま
で

1
月
4
日
（
火
）
よ
り
通
常
冬
季
営
業

（
9
時
～
17
時
）

〇
み
く
り
や
市

12
月
29
日
（
水
）
14
時
閉
店

12
月
30
日
～
1
月
4
日　

店
休
日

1
月
5
日
（
水
）
初
売
り　

通
常
営
業

　

２
０
１
６
年
8
月
道
の
駅
大
山
恵
み
の

里
食
堂
で
の
販
売
開
始
以
来
、
常
に
食
堂

メ
ニ
ュ
ー
人
気
№
1
商
品
と
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
人
気
の
大
山
ど
ま
ん
中
ら
ー
め
ん

を
毎
年
、
新
年
お
年
玉
企
画
、
1
コ
イ
ン

で
食
べ
ら
れ
る
企
画
を
行
な
っ
て
お
り
、

今
年
も
1
月
2
日
よ
り
行
い
ま
す
。
ま
だ

食
べ
た
事
の
な
い
方
は
こ
の
機
会
に
食
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

問　

大
山
恵
み
の
里
公
社 

本
部

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
６
６
０
０

　
　

道
の
駅
大
山
恵
み
の
里

　
　

０
８
５
９
‐
54
‐
６
０
３
０

　

お　

知　

ら　

せ

▲大山どまん中らーめん塩味

▲大山どまん中らーめん醤油味

インターネット使用中に突然、偽
ニセ

の 
警告表示が ！ 電子マネーで支払って…
＊あわてて連絡先に電話をかけないでください。

え～、　　　　　　

ウイルス…？

道
の
駅 

初
売
り

謹
賀
新
年

毎
年
恒
例　

大
山
ど
ま
ん
中

ら
ー
め
ん
各
種 

１
コ
イ
ン
５
０
０
円
セ
ー
ル



大山町長　竹口　大紀
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　（1/1～、1/11～、1/21～）

　超住民参加型テレビ大山チャンネル。町民から寄せら

れた情報を元に、大山町のニュース、地域の出来事、暮

らしに役立つ情報を、地域の方々とともにお伝えしてい

きます。大山チャンネル独自の視点で掘り下げる特集企

画にもご注目ください。

＜注目企画＞

◆ 1/1〜　 「お正月は朝から晩まで大山チャンネル」

　2021年下半期に大山チャンネルで放送した番組を一

挙大公開。朝から夜まで一日中放送します。見逃した番

組、もう一度見たい番組、是非ご覧ください。

［新番組放送時間］

（6:00/9:00/12:00/15:00/17:00/
18:00/20:00/21:00/24:00）

大山チャンネル113大山チャンネル113
◆1/11〜　「祝！新成人トークSP」

　毎年恒例企画。1月4日に行われる大山町成

人式をたっぷりとお伝えします。番組後半では、

竹口町長と新成人たちがガチンコトーク。ふる

さとへの思いやこれからの夢を語り合います。

◆1/21〜　ピックアップだいせん

　年末年始の話題に加え、中山小の児童が自ら

企画し、自ら撮影した「中山小のヒミツ」など、

よりパワーアップした住民参加コーナーもお楽

しみに！

【問い合わせ・番組への情報提供】

株式会社アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス　担当：貝本・白石

大山町富長159 ‒ 1　BIKAI 2F　 0859 ‒ 54 ‒ 3785　daisenchannel@gmail.com

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
が
12
月
の

上
旬
、
町
報
が
発
行
さ
れ
て
み
な
さ
ま
の

お
手
元
に
届
く
こ
ろ
が
12
月
下
旬
、
し
か

し
な
が
ら
、
広
報
だ
い
せ
ん
1
月
号
の
雰

囲
気
は
も
う
新
年
で
す
ね
。

　

鳥
取
県
か
ら
の
出
向
に
よ
り
、
4
年
間

の
任
期
を
務
め
て
も
ら
っ
た
小
谷
章
副
町

長
が
、
12
月
31
日
の
任
期
満
了
を
も
っ
て

県
に
帰
任
し
ま
す
。
町
民
み
な
さ
ま
か
ら

の
、
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

任
期
中
は
、
政
策
の
推
進
、
役
場
組
織

の
管
理
を
は
じ
め
、
度
重
な
る
自
然
災
害

の
対
応
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
職
務

を
全
う
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
短
い
よ
う

で
長
い
４
年
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

帰
任
先
で
は
、
県
職
員
と
し
て
県
民
の

た
め
に
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

中
で
も
で
き
れ
ば
特
に
大
山
町
民
の
た
め

に
尽
力
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
副
町
長
に
は
、
大
山
町
御
来
屋

出
身
の
元
文
部
科
学
省
官
僚
、
吉
尾
啓
介

さ
ん
が
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

吉
尾
さ
ん
と
は
、
以
前
か
ら
面
識
が
あ
り
、

ふ
る
さ
と
に
ぜ
ひ
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き
受
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

新
年
か
ら
新
た
な
体
制
で
町
政
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～ episode 37 ～

▲中山小の児童たちが番組づくりに挑戦！

▲グリーンスローモビリティ（電動車）の実証運行
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー
ゆ
ー
倶
楽
部
ナ

ス
パ
ル
で
す
。
幸
多
き
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も

中
山
温
泉
館
・
生
活
想
像
館
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

︿
１
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
﹀

﹃
ラ
パ
ン
・
マ
ル
シ
ェ
in
中
山
温
泉
﹄

　

お
祭
り
屋
台
が
大
集
合
!!

　

西
部
地
区
初
開
催
で
す

【
日
時
】
１
月
１
日
～
３
日

　
　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

【
場
所
】
生
活
想
像
館
及
び
駐
車
場

※
1
日
・
2
日
の
10
時
～
豚
汁
振
る
舞
い

※
2
日
は
『
中
山
温
泉
朝
市
』
同
時
開
催
!!

﹃
中
山
温
泉
朝
市
﹄

【
日
時
】
１
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】
中
山
温
泉
展
示
ホ
ー
ル

﹃
ナ
ス
パ
ル
シ
ア
タ
ー
﹄

映
画
『
屋
根
の
上
に
吹
く
風
は
』

　

鳥
取
県
智
頭
町
に
あ
る
新
田
サ
ド
ベ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
。
授
業
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

　

子
ど
も
の
"
や
り
た
い
"
を
一
番
に
尊

重
す
る
こ
の
学
び
舎
で
は
、
す
べ
て
を

子
ど
も
た
ち
が
携
わ
り
、
自
分
で
考
え
判

断
し
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
け
る

よ
う
運
営
さ
れ
て
い
る
。
自
由
を
め
ぐ
る

大
人
と
子
ど
も
の
葛
藤
と
冒
険
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
。

【
日
時
】
１
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
・
14
時
の
２
回
上
映

【
場
所
】
中
山
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

【
料
金
】
大
人　

１
、
０
０
０
円　

　
　
　
　

中
学
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児　

無
料

﹃
冬
物
大
処
分
市
﹄

【
日
時
】
１
月
22
日
（
土
）
10
時
～
17
時

　
　
　
　
　
　

23
日
（
日
）
10
時
～
15
時

【
場
所
】
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル
・
展
示
ホ
ー
ル

﹃
お
風
呂
の
日
﹄
1

月
26

日
（
水
）

　

ポ
イ
ン
ト
５
倍
!!

︿
年
始
の
営
業
に
つ
い
て
﹀

元
旦
よ
り
通
常
営
業
い
た
し
ま
す
!!

元
旦
～
３
日
の
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　

●
毎
日
先
着
１
０
０
名
様
／
粗
品

　
　
　
　
　
　
　

※
合
計
３
０
０
名
様

　
　

●
お
子
さ
ま
／
お
や
つ

︿
ご
利
用
案
内
﹀

営
業
時
間　

10
時
～
21
時

　
　
　
　
　

（
20
時
30
分
受
付
終
了
）

休
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第
２
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大
人
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０
円　

小
人
２
２
０
円

〇
お
得
な
回
数
券
も
あ
り
ま
す
。

 ・町県民税　　　　（4期）
・介護保険料　　　（4期）
・後期高齢者医療保険料（4期）
・国民健康保険税　（8期）

納期限 1月31日（月）

※期限までに納めましょう

今月の税･保険料

「
あ
り
が
と
う
！
大
山
み
ん
な
で
応
援

券
」
の
使
用
期
限
は
、
１
月
31
日
︵
月
︶

ま
で
で
す
。
積
極
的
に
お
使
い
い
た
だ
き
、

町
民
み
ん
な
で
事
業
者
の
皆
様
を
応
援
し

ま
し
ょ
う
！

12 月 １月

28日
(火)

29日
(水)

30日
(木)

31日
(金)

1日
(土)

2日
(日)

3日
(月)

4日
(火)

5日
(水)

役場窓口業務
名和クリーンセンター
公民館・図書館分館
名和診療所・大山診療所

平常
どおり 休　業 平常

どおり

町立図書館（本館） 平常どおり 休　館（開館は1月6日から）

大山口診療所 平常
どおり 休　診 平常

どおり

＝　公共施設の年末年始のお休みについて　＝


